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（1）妊娠時の出生前診断の結果を受けて妊娠人工中絶をすることの是非を、法的及び
道徳的に検討する。
（2）法的思考の典型例として裁判官のそれを念頭に置き、具体的判決例を素材にしな
がら、裁判官の論理構造を批判的に検討する。
（3）日常生活を律している規範や生活態度を振り返り、法との連続性を検討する。

（1）法的思考、（2）出生前診断、（3）人工妊娠中絶

（1）地域住民への法教育を、特に思考の在り方に力点を置いて組み立てる。
（2）出生前診断や人工妊娠中絶の例を素材にして、人権を中心にした性教育を支援す
る。
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